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*表 紙の「だるまの絵」と「七転び八起き」は

女性部長の大野美恵子さんに書いて頂きました。

′

平
成
２‐
年
度
新
宮
町
商
工
会
第
４８
回
通
常
総

会
が
５
月
２‐
日
（本
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
決

権
を
持
つ
会
員
総
数
５
５
４
名
の
う
ち
３
１
３
名

の
出
席
（２
３
６
名
は
代
理
出
席
）
で
し
た
。

〔第
１
号
議
案
〕

平
成
２０
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
、
貸

借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承
認
の
件
　
監
査

報
告

〔第
２
号
議
案
〕

平
成
２‐
年
度
事
業
計
画
（案
）
及
び
収
支
予
算

（案
）決
定
の
件

〔第
３
号
議
案
〕

一時
借
入
金
最
高
限
度
額
及
び
取
引
金
融
機
関

決
定
の
件

〔第
４
号
議
案
〕

平
成
２‐
年
度
新
富
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
特
別
会
計
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
決
定
に
関
す
る
件

〔第
５
号
議
案
〕

役
員
補
欠
選
任
に
関
す
る
件

皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
全
て
承
認
頂

き
総
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厳
し
い

経
済
環
境
、
商
工
会
も
経
営
者
の
皆
様
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

[・ ‖ 尊 =

厳しい今を乗り切れるよう
商工会としても事業経営者
の皆様を支援していきたい
と述べる藤田会長



今
年
も
通
常
総
会
の

席
に
て
「
優
良
従
業
員

表
彰
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
従
業
員
と
し

て
、
そ
の
企
業
の
振
興

発
展
に
寄
与
し
た
功
績
顕
著
と
認
め
ら
れ
、

他
の
範
と
す
る
に
足
る
人
で
、
商
工
会
の
会

員
企
業
の
従
業
員
さ
ん
を
対
象
に
表
彰
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【県
連
表
彰
】

側
石
村
萬
盛
堂
　
　
　
　
　
渕
上
正
二
郎
様

ｍ
九
電
工
　
福
岡
東
営
業
所
　
尾
形
　
　
曲豆
様

福
東
閉
　
　
　
　
　
　
　
　
庵
下
　
秋
雄
様

【商
工
会
長
表
彰
】

同
め
ぐ
み
鶏
卵

④
ベ
ス
ト
サ
プ
ラ
イ
新
宮
支
店

閉
九
州
フ
ジ
パ
ン

帥
平
山
産
業
建
設

新

規

会

員

紹

介

一
ワ
ン
・
ウ
エ
イ
（立
花
口
）
↓
中
古
車
販
売
業

一ｍ
ド
ラ
ッ
グ
イ
レ
ブ
ン
新
宮
本
店
（美
咲
）

↓
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

一
ス
ナ
ッ
ク
美
佳
（古
賀
市
今
の
庄
）↓

ス
ナ
ツ
ク

・
ベ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
（下
府
）

↓
カ
ラ
オ
ケ
ス
テ
ー
ジ

ｒ句
鮮
処
　
幸
喜
（東
区
和
白
）
　

↓
飲
食
業

，
ユ
ニ
オ
ン
ア
イ
シ
ー
閉
曾
一代
）

↓
建
設

・
舗
装
業

＝い
西
日
本
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
（原
上
）

↓
産
業
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
業

‐‐０
医
療
情
報
健
康
財
団
（博
多
区
店
屋
町
）

↓
保
健
衛
生
業

‐い
中
村
商
会
曾
一代
）↓

中
古
ト
ラ
ッ
ク
販
売
業

・い
ジ
ェ
イ
ク
ス
総
合
建
設
（原
上
）

↓
土
木
工
事
業

・０
長
崎
計
器
（緑
ケ
浜
）

↓
計
器
類
卸
売
業

・い
ジ
ェ
イ

・
テ
ッ
ク
（下
府
）

↓
建
設
サ
ー
ビ
ス
業

・ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｋ
工
業
（立
花
口
）
　
　
　
↓
建
設
業

Ｂ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
　
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
（錦
飢
呂
）

↓
美
容
室

脚
テ
ン
テ
ッ
ク
（上
府
）
　

↓
空
調
設
備
業

・ｍ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
（東
区
唐
原
）

↓
飲
食
業

一
大
地
商
閉
曾
一代
）
　

　

　

↓
土
木
建
築
業

‐
ナ
ビ
テ
ツ
ク
ス
０
（立
花
口
）

↓
コ
ン
サ
ル
テ
イ
ン
グ
業

一
ヨ
ッ
シ
ィ
ー
運
転
代
行
Ｔ
一代
）
↓
運
転
代
行
業

一
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｂ̈
Ｅ
　
Ａ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ
ｕ
ｒ

Ｂ
ｏ
挙
ｌ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
全
夜
臼
）

↓
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

一
閉
西
日
本
エ
キ
ス
プ
レ
ス
（的
野
）
↓
運
送
業

一
帥
地
域
開
発
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（中
央
区
天
神
）

↓
不
動
産
仲
介
業

ャ
０
東
理
研
究
所
（上
府
）
↓
電
気
部
品
製
造
業

‐‐‐‐
Ａ
Ｉ
Ｇ
エ
ジ
ソ
ン
生
命
保
険
い

福
岡
第

一
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
オ
フ
イ
ス

（博
多
区
博
多
駅
東
）

↓
生
命
保
険
業

一
ｍ
Ψ
化
工立
一化
↑
化
エエ
一化
）

↓
清
涼
飲
料
水
製
造
販
売
業

一
０
千
不
キ
ャ
ス
ト
（美
咲
）
　

　

↓
リ
ー
ス
業

，
い
グ
リ
ー
ン
ウ
ツ
ド
デ
ザ
イ
ン
（夜
臼
）

↓
住
宅
店
舗
設
計

・
リ
フ
オ
ー
ム
業

今
回
は
、
平
成
２‐
年
―
月
１９
日
よ
り
平
成
四
年
６

月
１５
日
ま
で
の
期
間
で
加
入
し
て
頂
い
た
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

讃
井
　
信
至
様

和
田
　
　
敦
様

山
下
　
　
修
様

松
隈

　

一
彦
様

史́
賞

お

め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

この四月より新宮町商工会

の専担税理士を仰せつか りま

した、窪山比呂志 と申します。

開業は平成十三年の六月で、

事務所は福岡市東区の」R香椎

駅 と香椎宮の間の所にあ りま

す。昨今は世界同時不況の影

響 もあ り、中小事業者にとっ

ては厳 しい経営環境が続 きま

すが、税金等の問題を通 じて皆様のお役に立つ

ことができれば幸いと存 じます。どうぞよろし

くお願い致 します。踪

この度新宮町商工会の補助

員 となりました宮崎亜季子 と

申します。未熟ではあ ります

が会員様に、そ して新宮町に

貢献できるように、日々精進

して参りたいと存じます。ど

うぞよろしくお願い致します。
税理士

窪山比呂志

補助員

宮崎亜季子

を紹介します

よ
る
Ｌ
こ
な
願
い
し
ま
す
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働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

人
権
と
聞
く
と
、
何
か
堅
苦
し
く
難
し
い
も

の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
人
権
は
私
た
ち

一

人
ひ
と
り
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で

あ
り
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持

っ
て

い
る
、
人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め

の
権
利
で
す
。

企
業
に
お
け
る
人
事
管
理
の
あ
り
方
は
大
き

く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
人
間

尊
重
、
個
性
尊
重
の
人
事

の
時
代
―
つ
ま
り
、

人
権
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
人
権
問
題
の
解
決

に
企
業
と
し
て
地
域
社
会
と
共
に
取
組
む
こ
と

が
、
企
業
の
評
価
を
高
め
、
活
力
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

い
ベ
ス
ト
サ
プ
ラ
イ
は
、
人
権
学
習
に
力
を

注

い
で
い
る
会
員
企
業
の

一
つ
で
す
。
商
工
会

が
町
と
企
業
振
興
会
と
共
同
し
て
開
催
し
て
い

る
人
権
講
演
会
に
も
毎
年
、
従
業
員
の
方
に
出

席
し
て
も
ら

つ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
０
０
人

を
超
す
パ
ー
ト
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
こ
と

も
あ

っ
て
、
春

・
夏
休
み
の
体
業
を
認
め
た
り
、

育
児
復
帰
後
の
就
業
を
推
進
し
た
り
、
女
性
が

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

誰
も
が
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
、

当
た
り
前
の
よ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
会
社
で

は
で
き
て
い
ま
す
か
？

今
、
福
岡
県
で
は
「
仕
事
と

子
育

て
の
両
立
支
援
」
と
し
て

「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」
登
録

事
業
、
「
子
育
て
応
援
の
店
」
推

進
事
業
な
ど
各
種
の
支
援
策
を

実
施
中
で
す
。
是
非
、
活
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

事
業
継
続
計
画
（Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
ご
存
知
で
す

か
？
企
業
が
自
然
災
害
、
大
火
災
、
テ
ロ
攻
撃

な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
に
お
い
て
、

事
業
資
産
の
損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、

中
核
と
な
る
事
業
の
継
続
あ
る
い
は
早
期
復
旧

を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
平
常
時
に
行
う
べ
き

活
動
や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
た
め
の

方
法
、
手
段
な
ど
を
取
り
決
め
て
お
く
計
画
の

こ
と
で
す
。

緊
急
事
態
は
突
然
発
生
し
ま
す
。
特
に
中
小

企
業
は
経
営
基
盤
が
脆
弱
な
た
め
、
有
効
な
手

を
打
つ
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業

を
縮
小
し
従
業
員
を
解
雇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

緊
急
時
に
倒
産
や
事
業
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
な
い
た
め
に
は
、
平
常
時
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
周

到
に
準
備
し
て
お
き
、
緊
急
時
に
事
業
の
継
続
・

早
期
復
旧
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
企
業
は
、
顧
客
の
信
用
を
維
持
し
、

市
場
関
係
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
、
株
主
に
と
っ
て
企
業
価
値
の
維
持

・
向

上
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

中
小
企
業
庁
の
Ｈ
Ｐ
で
は
中
小

企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
を
公

開
中
で
す
。
手
順
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
あ
り
ま
す
の
で
そ
れ

に
沿

っ
て
計
画
を
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
有
事
に
備

え
る
こ
と
は
事
業
主
に
と

っ
て
な

す
べ
き
大
事
な
作
業
。

一
度
、
ご

覧

に
な

っ
て
み
て
は

い
か
が
で

し
よ
つヽ
。

金
融
情
報
コ
ー
ナ

【マ
ル
経
（小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
）

融
資
制
度
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
―
】

融
資
額
が
１
，
０
０
０
万
円
か
ら
１
，
５
０
０

万
円
へ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
返
済
期
間

も
運
転
資
金
７
年
以
内
（据
置
１
年
以
内
）、
設

備
資
金
１０
年
以
内
（据
置
２
年
以
内
）と
長
く
な

り
月
々
の
返
済
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
残
っ
て
い
る
マ
ル
経
融
資
の
お
借
入
残
高
も
、

新
規
融
資
で
借
換
え

一
本
化
が
可
能
―

こ
の
制
度
を
使
う
に
は
商
工
会
の
経
営
指
導

（原
則
６
ヶ
月
以
上
）と
融
資
の
推
薦
が
必
要
で

す
（担
保
不
要
、
保
証
人
不
要
、
低
金
利

一
年

”
％
（平
成
２‐
年
７
月
１０
日
現
在
と
。
そ
の
他
、

所
得
税
、
法
人
税
、
事
業
税
等
の
義
務
納
税
額

を
す
べ
て
納
税
し
て
い
る
こ
と
や
商
工
業
者
（最

近
１
年
以
上
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
）
で
あ

る
こ
と
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
商

工
会
へ
お
訊
ね
下
さ
い
。

【セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ツ
ト
貸
付
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
！
】

日
本
政
策
金
融
公
庫
（旧
国
金
）
の
政
府
の
経

済
対
策
に
よ
リ
セ
ー
フ
テ
ィ
不
ツ
ト
貸
付
が
さ

ら
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

①
第
三
者
保
証
人
等
を
不
要
と
す
る
場
合
の
上

乗
せ
利
率
　
　
　
　
　
　
↓
年
０
・
３
％
引
下
げ

②
業
種
が
特
に
悪
化
し
て
い
る
方
（運
転
資
金
）

↓
年
０
・
３
％
引
下
げ

③
雇
用
の
継
続

・
拡
大
を
図
る
方
（運
転
資
金
）

↓
年
０
・
１
％
引
下
げ

３
つ
あ
わ
せ
る
と
最
大
０
・
７
％
の
引
下
げ
―
に

な
り
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
…

①
社
会
的
、
経
済
的
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
、

売
上
が
減
少
す
る
な
ど
業
況
が
悪
化
し
て
い

る
方
　
　
　
　
　
↓
４
，
８
０
０
万
円
以
内

②
金
融
機
関
と
の
取
引
状
況
の
変
化
に
よ
り
、

資
金
繰
り
に
困
難
を
来
し
て
い
る
方

↓
別
枠
４
，
０
０
０
万
円
以
内

③
取
引
企
業
な
ど
の
倒
産
に
よ
り
、
経
営
に
困

難
を
来
し
て
い
る
方

↓
別
枠
３
，
０
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間
は
、
運
転
８
年
以
内
、
設
備
１５
年

以
内
（③
は
運
転
の
み
）
で
す
。
利
率
も
①
②
は

年
１
・
９
％
～
ヽ
③
は
年
１

・
５５
％
～
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
日
本
公
庫
で
は
【お
ま
と
め
融
資
】も

お
薦
め
中
。
ご
利
用
に
よ
り
返
済
計
画
が
立
て

や
す
く
な
り
、
月
々
の
元
金
返
済
負
担
の
軽
減

に
も
な
り
ま
す
。
（た
だ
し
、
生
活
衛
生
貸
付

や
教
育
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
入
残
高
は

一
本
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

＊
日
本
公
庫
の
申
し
込
み
に
は
役
場
の
認
定
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
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緊急雇用対策活用のすすめ

【雇用調整助成金】及び【中小企業緊急雇用安定助成
金】が拡充されました。

見直しのポイントは次の通りです。

①助成対象となる教育訓練の要件緩和と訓練費の引き上げ
→事業所内における教育訓練について半日単位の実施

も可能となりました。また、雇用調整助成金の訓練費

を1,200円から4,000円にワ|き上げました。

②在籍出向者の体業等を助成対象として追カロ
→これまで助成対象外であった在籍出向者(出向元で

雇用保険被保険者となっている者)による出向先にお

ける休業等について、出向元及び出向先で生産量要件

を満たし、出向元との休業等協定に基づき実施された

場合に、助成対象となります。

③障害のある人に係る助成率の引き上げ
→障害のある人の休業等及び出向について、助成率を

引き上げました。
(雇用調整助成金 2/3→ 3/4)
(中小企業緊急雇用安定助成金 4/5→ 9/10)

④ l年間の支給限度日数の緩和
→これまで、1年 間の支給限度日数は200日でしたが、

これを撤廃しました。

⑤計画届の変更の際の手続きの簡素化
→助成金にかかる計画届の変更手続きを、休業等協定

の変更を伴わない場合に限り、郵送、FAX、 電子メー

ル等により行うことが可能となりました。 講習会の様子

“経営革新"講 習会を日

5月 14日(木)、中小企業振興センター、島田チーフア

ドバイザーを招いて「経営革新講習会」を行いましたL参

加者からは積極的な質疑が出るなど新たな事業へと向け

て皆さん熱心に受講されていました。

『新しいアイデアがあるのでビジネス化を図りたい |』

『これをやったらもっと儲からないかな?』『昔からの夢を

ぜひ実行してみたい |』『自社の経営資源(ヒト・モノ・カ

ネ)をもっと有効活用できないかな?』『不安定な下請け事

業から脱却したい |』…こんなことを考え中の皆様、商

工会がサポートします。

「経営革新」は決して難しいものではありません。経営

目標の達成、売上アップ、経営力の向上、経営理念の確

立はもちろん会社の知名度が上がった、会社のイメージ

があがった、社会的信用度が増した、社員のモチベーショ

ンが上がった…など効果の声が聞かれます。一緒にチャ

レンジしましょう。

れ′プレミアム付商品券完売御礼 !

なんとか景気回復を目指したい |という国や県の施策

が本目次ぎ打ち出される中、新宮町でもついに「プレミアム

付き商品券」が発行されました。

5月25日、午前9時 から販売開始、一の前にはすでに

長蛇の列が 1最初のお客様はなんと7時30分から並んだ

ということです。お一人3万 円までの限度額でしたが、

3日 目のお昼過ぎに完売 1県が実施したアンケート結果

によると30代、50代、60代、女性、主婦の方の購入が多

かったそうです。

取扱店は会員さんを中心に、新宮町内に店舗を有する

ところ。使用期間は6月 1日から11月30日までの半年間。

使用限度額はありません。商品券で売上UPIこ れで新

官町が少しでも活性化すればいいですね。

取扱店の皆様、換金期限は12月25日となっていますの

でお忘れないようにお願いします。

販売前にはこの行列!!

九′新宮名産PR linマリノアシティ

宗像市 ・福津市 ・芦屋町 ・岡垣町 ・古賀市 。新宮町で

構成される『玄海地区観光連絡協議会』の主催で、3月14

日(土)、『マリノアシティ福岡』(福岡市西区小戸)内の「九

州のムラ市場」にて、観光アピールとしてイベントを開催

しました。各市町から特産品を出品。新宮町からはltl進

藤商店、0山 田水産、相島漁協組合が出展しました。千

物やかまぼこなど、市内に隣接する新宮町ですが初めて

商品に接するというお客様も多く、大変賑わいました。

新宮町だけではなく近隣の自治体との協力関係でこのよ

うなイベントができるのはとても喜ばしいことではない

でしょうか。単に、自社の商品をお客様に売り込むだけ

でなく、同じ参加者同士のコミュニケーションの場にも

なって、大変有意義なものとなりましたよ。

こうしたイベントを通じて新宮町が元気になるように

商工会もどんどんPRしていきたいと思います。

多くの来客に新宮町をPR
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毎
回
、
新
宮
町
の
ス
ゴ
イ
ー
企
業
を
紹
介
し

て
い
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
、
第
３
回
目
は
「
ペ
ッ
ト

の
気
持
ち
」を
誰
よ
り
も
理
解
し
、
ペ
ッ
ト
と
と

も
に
未
来
へ
と
歩
む
企
業
、
九
州
ペ
ッ
ト
フ
ー

ド
株
式
会
社
（新
宮
町
上
府
８
１
６
１
１
）
で
す
。

設
立
当
初
よ
り
安
全
を
最
優
先
に
、
品
質
の

良
い
製
品
を
創
造
、
そ
し
て
最
適
コ
ス
ト
を
追

及
し
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
お
や
つ
を
主
力
に

そ
の
部
門
で
は
全
国
で
シ
ェ
ア
５
位
に
位
置
す

る
ま
で
に
成
長
、
今
も
発
展
著
し
い
企
業
で
す
。

本
社
は
新
宮
町
で
す
が
、
東
京

。
大
阪
に
営
業

を
持
ち
、
販
路
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
と
言
え
ど
、
よ
り
食
品
に
近

づ
く
こ
と
を
目
指
し
、
ヒ
ト
が
食
べ
て
も
大
丈

夫
と
い
う
く
ら
い
「安
全

。
安
心
」
な
商
品
造
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
商
談
先
に
は

工
場
を
見
て
も
ら
つ
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
実
際
に
そ
の
７
叩
質
管
理
」を
確
か
め
て
納

得
し
て
頂
く
そ
う
で
、
そ
の
管
理
の
素
晴
ら
し

さ
に
圧
倒
さ
れ
て
帰
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

研
究

・
商
品
開
発
に
お
い
て
は
ペ
ッ
ト
の
健

康
を
最
優
先
に
考
え
た
商
品
を
提
案
、
営
業

・

開
発

・
品
質
管
理

。
商
品
企
画

・
製
造
の
各
セ

ク
シ
ョ
ン
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
獣

医
や
専
門
機
関
と
連
携
し
て
安
全
な
商
品
造
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産

。
品
質
管
理
に
お
い
て
は
７
叩
質

第

丁
王
義
」を
掲
げ
、
独
自
の
管
理
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
原
料
は
国
産
を
中
心
に
徹
底
し
た

厳
選
と
吟
味
を
重
ね
て
選
ば
れ
た
も
の
だ
け
を

使
用
。
品
質
管
理
は
専
用
の
管
理
室
に
て
全
製

品
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

愛
が
ん
動
物
用
飼
料
（
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
）
の
安

全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
平
成
２‐
年
６
月
１

日
か
ら
、
「
愛
が
ん
動
物
用
飼
料
の
安
全
性
の

確
保
に
関
す
る
法
律
矢
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
安
全
法
）

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
よ
り

一
層
、

安
全

・
安
心
な
商
品
開
発
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｉ

Ｓ
０
９
０
０
１
は
当
然
に
す
で
に
取
得
済
み
で

し
た
が
、
さ
ら
に
『食
品
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
ー

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
に
関
わ
る
組
織
に

対
す
る
要
求
事
項
』
の
国
際
標
準
規
格
で
あ
る
Ｉ

Ｓ
０
２
２
０
０
０
を
先
日
取
得
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
に
ス
ゴ
イ
会
社
な
の
に
商
品
は
ど
こ

で
売

っ
て
あ
る
の
か
知
ら
な
い
…
と
思
わ
れ
る

方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ち
ら
の
会

社
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
短
期
的
な
拡
販
よ
り
も

長
期
に
わ
た

っ
て
購
入
者
の
信
頼
を
培

っ
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
他

の
メ
ー
カ
ー
み
た
い
に
Ｃ
Ｍ
で
見
た
り
し
な
い

の
で
す
。
で
も
、
す
ぐ
近
く
の
小
売
店
に
も
ち
ゃ

ん
と
こ
ち
ら
の
商
品
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
実
は

す
で
に
愛
用
し
て
い
る
の
か
も
〃

人
と
ペ
ッ
ト
の
よ
り
よ
き
関
係
。
自
然
の
恵

み
を
生
か
し
た
品
質

の
高

い
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
。

製
造
に
社
会
的
使
命
と
大
き
な
誇
り
を
持
ち
、

誠
心
誠
意
、
心
を
こ
め
て
製
品
を
造
り
続
け
ま

す
。

「
ビ
ア
ツ
ー
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
す
か
？
ず
ば

り
「自
転
車
通
勤
」

の
こ
と
。
環
境
に

も
優
し
く
健
康
な

身
体
づ
く
り
に
も

良

い
と
あ

っ
て
ジ

テ
ツ
ー
者
が
急
増
中
ら
し
い
で
す
。

自
転
車
運
動
は
有
効
な
有
酸
素
運
動
で
あ

り
、
健
康
に
良
く
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
持
久
力
の

向
上
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
に
も
、
効
果
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
朝
の
適
度
な
運
動

は
、
そ
の
後
の
業
務
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
す

と
い
う
考
え
方
も
あ

っ
て
、
試
し
て
み
る
の
も

イ
イ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
ん
な
気
に
な

っ
た
ら
ど
ん
な
自
転
車
が
適

当
な
の
か
、
「
あ
だ
ち
サ
イ
ク
ル
」
さ
ん
に
聞
い

て
み
ま
し
た
。
以
前
は
「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
」

が
人
気
だ

っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
「
ロ
ー
ド

タ
イ
プ
」
の
自
転
車
を
購
入
す
る
若
者
が
増
え

て
い
る
そ
う
で
す
。
た
だ
、
こ
ち
ら
は
少
し
値

段
が
張
る
の
で
、
「
ク
ロ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
タ
イ

プ
が
値
段
も
手
ご
ろ
で
売
れ
筋
商
品
だ
と
の
こ

と
。
こ
ち
ら
は
３
万
円
く
ら
い
か
ら
手
に
入
り

ま
す
。
「ガ
ソ
リ
ン
燃
や
さ
ず
に
脂
肪
を
燃
や
そ

う
―
宍
店
主
談
）
で
す
ね
。

仕
事
を
バ
リ

バ
リ
や
る
に
は

健
康
管
理
が

一

番
―
自
転
車
に

限
ら
ず
、
運
動

を
心

が
け

て
、

元
気
に
企
業
活

動
し
ま
し
ょ
う
。

テャリティゴルフ大会参加者募集

日】平成21年10月19日(月)

所】福岡カンツリー倶楽部和白ゴルフ場

【募集人員】200名(50組)

【参 カロ費】3,000円*プレー代は、個人負担(11,000円程度)

【申込締切】平成21年9月末日*定員になり次第締め切ります

【主  催】新宮町商工会

【後  援】新宮町。新宮町社会福祉協議会

【申込。問合せ先】

新宮町商工会 TEL 963-4567 FAX 962-4355

【期

【場

若者に人気の□― ドタイプ
本格的にやりたい方はまずは
これから入門してみては

九州ペットワード腑

代表取締役

岩田澄博 氏

健康管理は

裔売ムの

基 ′

町議会との懇談会を開催

新宮町商工会企業振興会は 6月 23日(火)16:30～ 、

商工会館 2階 会議室にて、新宮町議会正副議長、常任委

員長3名 を招き、懇談会を開催 しました。

企業側と議員の方々の

熱心な答弁に、今後の新

宮町の発展と振興への想

いがヒシヒシと伝わって

きました。これからもお

互いが連携協力 していけ

れば幸いです。 活発な討議がとびかいました
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

女
性
部
長
の
大
野
美
恵
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
２‐
年
度
、
第
４０
回
通
常
総
会
が
皆
様
の

協
力
に
よ
り
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
心
よ

り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

役
員
改
選
に
伴
い
、
２
期
日
、
女
性
部
長
を

引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新しい芸も披露 !毎年お疲れ様です。

今
年
は
４０
周
年
の
節
日
で
す
。
事
業
計
画
に

基
づ
き
私
た
ち
女
性
部
の
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
部
員
さ
ん
と
の
連
携
を
重
視
し
、
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
情
報
に
よ
り
ま
す
と
、
１
０
０
年
に
１

度
の
大
不
況
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
経
済
危
機

が
叫
ば
れ
る
中
、
国
内
外
の
情
勢
も
大
変
な
時

代
と
な
り
ま
し
た
ね
。
厳
し
い
中
で
も
生
活
が

あ
り
ま
す
。
「女
性
が
元
気
な
と
こ
ろ
は
地
域

も
元
気
が
あ
る
」
の
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。
商
工

会
女
性
部
の
た
め
に
も
頑
張
り
ま
す
。
商
工
会

内
で
親
睦
会
や
女
性
部
と
の
潤
滑
油
と
な
り
、

青
年
部
部
員
さ
ん
の
稼
業
が
少
し
で
も
好
転
す

る
よ
う
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
お
手
伝
い

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

６
月
２‐
日
（日
）、
志
免
町
立
志
免
中
学
校
の

体
育
館
に
て
「粕
屋
管
内
商
工
会
女
性
部
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
古
賀
市
女
性
部
が
シ
エ
ア
の
部
で
出

場
し
た
こ
と
も
あ
り
「強
敵
現
る
―
」
で
こ
ち
ら

の
意
気
込
み
も
例
年
以
上
。
結
果
は
４
戦
３
勝

１
敗
―
古
賀
チ
ー
ム
に
惜
し
く
も
破
れ
、
県
大

会
出
場
な
ら
ず
と
残
念
な
結
果
で
終
わ
り
ま
し

た
。
今
年
の
県
大
会
は
う
き
は
市
と
い
う
こ
と

で
皆
、
行
く
気
満
々
だ

っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、

来
年
こ
そ
は
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
只
今
女
性
部
で
は
部
員
募
集
中
で

す
。

一
緒
に
新
宮
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
、

稼
業
を
成
長
さ
せ
た
い
、
と
お
考
え
の
方
々
、

是
非
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

惜しくも準優勝。ですが、がんばりました。
八イ、笑顔||

青

年

部

青
年
部
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
、
下
府
で
フ

ジ
タ
理
容
を
営
ん
で
い
ま
す
藤
田
貴
裕
で
す
。

５
月
Ю
日
の
青
年
部
通
常
総
会
に
て
部
長
に
選

ば
れ
若
い
経
営
者
や
後
継
者
を
引

っ
張

っ
て
い

く
立
場
に
な

っ
た
わ
け
で
す
が
、
任
期
の
二
年

間
が
、
有
意
義
で
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
よ

う
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

さ
て
、
先
月
６
月
７
日
（日
）、
『福
岡
ヤ
フ
ー
ー

ジ
ャ
パ
ン
ド
ー
ム
』
に
て
福
岡
県
青
連
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
。
新
宮
町
商
工
会
は
古
賀
市
商
工
会
と
合
同

で
出
場
。
Ａ
パ
ー
ト
優
勝
。
し
か
し
得
失
点
差

で
惜
し
く
も
決
勝
に
は
上
が
れ
ず
。
３
位
と
い

う
結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
古
賀
の
青
年
部
と

交
流
が
で
き
ま
し
た
し
、
福
岡
ド
ー
ム
で
プ
レ
ー

が
で
き
る
な
ど
、
普
段
で
は
で
き
な
い
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
悔
し
い
な
が
ら
も
満
足
な
大
会

で
し
た
。

青
年
部
で
は
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
会

を
通
し
て
新
宮
町
の
将
来
を
担
う
経
営
者
を
育

成
し
て
い
ま
す
。
部
員

一
同
日
々
精
進
―

「自

分
も
参
加
し
た
い
」
と
い
う
方
、　
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
入
部
希
望
の
方
は
商
工
会
ま
で
―

暑
さ
増
す
こ
の
頃
で
す
会
員
の
皆

様
、
い
か
が
お
過
こ
し
で
す
か
。

い
ま
だ
に
景
気
の
い
い
話
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
最
大

手
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
Ｇ
Ｍ
も
経
営

破
綻
す
る
時
代
で
す
。
百
年
に

一
度

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
深
刻
な
事
態
に

発
展
し
た
不
況
の
中
、消
費
者
の
心
理
は
節
約
・

買
い
控
え
の
方
向
に
働
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
景
気
が
よ
く
な
る
は
ず
も
な
く
、
実
に
悩
ま

し
い
現
状
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
政
府
は
地
域
活
性
化
策
と

し
て
、
国
民
に

一
定
額
の
現
金
を
支
給
致
し
ま

し
た
。
ま
た
新
宮
町
で
も
奨
励
策
を
打
ち
出

し
て
お
り
、
商
工
会
と
し
て
上
乗
せ
分

一
割
を

負
担
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
五
千
万

円
分
（実
質
五
千
五
百
万
円
相
当
）
が
発
売
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
が
消
薔
一者
の
背
中

を
押
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
期
待

し
ま
す
。

新
宮
町
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
は

一

人
、
三
万
円
ま
で
と
い
う
条
件
の
下
で
の
発
売

で
し
た
が
、
二
日
半
で
完
売
致
し
て
お
り
ま
す
。

十

一
月
ま
で
の
利
用
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
た
く
さ
ん
の
方
に
定
額
給
付
金
と
プ
ラ
ス

α
に
て
、
新
宮
町
で
の
お
買
い
物
を
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
　

（渋
田
）

夢のヤフー ドームで八ッスルプレー
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